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評価のための資料には、次のようなものがあります。 
・ 観察による資料・・・日々の生徒の学習において教師によって集められる情報 
・ 作業実績・・・生徒の学習した実績を示すことのできる製作物からなるもの 

（生徒のノートやワークシート、自己評価表） 
・ ペーパーテスト・・・ある特定の時間と場所において生徒の目標の達成を測定したもの 

  （授業の確認テスト、単元テスト、中間・期末テスト） 
 

評価資料・情報からの数値化の工夫 

 生徒の学力形成をまるごととらえるためには、多種多様な評価資料・情報を活用した場

合、どのように評価の客観性や妥当性を実現していくかが問題になります。問題解決の一

つの方法として、評価資料・情報を基に数値化をするという方法があります。 
 数値化はテストによって点数をつけるものばかりではありません。数学の授業で生徒が

記入したノートやワークブック、自己評価表等を、教師の期待する成果であればＡ、Ｂ、

Ｃと評価することが可能です。そして、それぞれを３、２、１と数値化することも考えら

れます。 
 このように数値化する要領をあらかじめ定めておけば、絶対評価をするにしても、教師

の勘や印象に頼るのとは違い、判断の根拠が明確になります。 
 そのためにも、単元指導計画を立案する際には、いかなる評価資料・情報を活用し、い

つ、どの場面で、いずれの評価規準によって、生徒の学習状況を評価し、どのような場合

にＡ、Ｂ、Ｃと判断するのかを示した評価計画をあらかじめ作成することが大切になりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ここでは、２次方程式の評価計画表を例にして、具体の評価規準の共有化の工夫につい

て考えます。 

 ２次方程式の例 

 

具体の評価規準 

 

学習活動 

評価 

規準 

学習活動にお

ける評価規準 

評価 

資料 

Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） 

１ ２次方程式や

その解の意味、

２次方程式を解

くことの意味を

埋解する。 

知識 

理解 

 

２次方程式や

その解の意味、

２次方程式を

解くことの意

味を埋解する。

小 テ ス

ト 

２次方程式に

関わる用語、２

次方程式にあ

てはまる解の

いずれにも正

解している。 

２次方程式に

関わる用語、２

次方程式にあ

てはまる解の

いずれかに正

解している 

２次方程式

関わる用語、

２次方程式

にあてはま

る解のいず

れも不正解

である。 

２ 平方根の考え 表現 平方根の考え チ ェ ッ ２次方程式の ２次方程式の ２次方程式

３年 ２次方程式 

「２次方程式の指導における評価計画表の工夫」 

２ 具体の評価規準の共有化の工夫 
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方を用いて簡単

な２次方程式を

解く。 

処理 

 

方を用いて２

次方程式を解

くことができ

る。 

ク テ ス

ト1 

問題を平方根

の考え方を用

いて 80％以上

正解している。

問題を解くこ

とができ、60

～79％正解し

ている。 

の問題の正

解率が 60％

未満である。

３ チェックテス

トの習熟度を把

握し、学習の計

画を立てる。 

関心 

意欲 

態度 

 

２次方程式や

その解を求め

ようとする。 

自 己 評

価 カ ー

ド の 学

習 内 容

学 習 計

画の欄 

カードに自己

の学習目標に

沿った独自性

と時間的な計

画性を併せ持

った学習計画

を立てている。

学習の手引き

を参考に、自己

の学習目標に

沿った独自の

学習計画を立

てている。 

学習の手引

きを使って

標準的な学

習計画を立

てている。 

 

６ 確認テスト 見方

考え

方 

問題解決の場

面で平方根を

求めるか、因数

分解を利用す

るか見分け、適

切に判断し、２

次方程式を用

いることがで

きる。 

確 認 テ

スト１ 

問題に応じた

２次方程式の

解法を用いて、

正答率が 80％

以上である。 

因数分解を利

用して２次方

程式を解いて

おり、正答率が

60 ～ 79% であ

る。 

２次方程式

を解くのに

時間がかか

り、問題の正

解率が 60％

未満である。

       （「ルーブリックを活用した授業づくりと評価」教育開発研究所＜全３巻＞より一部改訂） 

具体の評価規準作成の要領 

・ 具体の評価規準は「・・・考えることができる。」のように、その内容は一つにする。

「・・・考えたり、・・・発表したりすることができる。」のように、複数の内容を一

括して表現しないようにする。 
・ 具体の評価規準ＡＢＣの記述の仕方は、「・・・している。」「・・・記述している。」「・・・

書いている。」などのように事実的・行動的表記にする。 
・ ＡＢＣの記述において、抽象的な形容詞（「わかりやすく」「意欲的に」「積極的に」）

などを使用しないように注意する。 
・ 事実的・行動的な表記をするなかで、生徒たちの活動の質を評価できるように工夫す

る。 
・ ＡＢＣのすべての具体の評価規準を設定する。また、Ｃについては、Ｂに上げるため

の手だてを記入することも大切である。 
 

自己評価と具体の評価規準の公開 

 生徒の自己評価には個人差があり、厳しく評価したり、甘く評価したりすることがあり

ます。そこで、教師と生徒との評価に差があると予想される「関心・意欲・態度」につい

て、具体の評価規準を生徒に公開することで、評価の妥当性が向上すると考えられます。

また、生徒自身が目標を明確にして学習に取り組むことが期待されます。 
チェックテストの共通理解 



 －中数 16－

チェックテスト１ 

（１） 52 =x  

（２） 42 =x  

（３） 182 2 =x  

（４） 1062 =−x  

（５） 1643 2 =+x  

 評価資料にペーパーテストを使うときは、指導に当たる教師の共通理解のもとに問題を

作成することが必要になります。「２ 平方根の考え方を用いて簡単な２次方程式を解く」

の評価問題はどのようなものがよいでしょうか。 
 「ルーブリックを活用した授業づくりと評価」の中で述べられているように、具体の評

価規準を、Ａを正答率 80％以上、Ｂを正答率 60～79％、Ｃを 60％未満と設定したとき、

チェックテスト１とチェックテスト１-１ではどちらが評価問題としてよいか教科会議等
で十分話し合うことが大切です。みんなで評価問題を作ることで、お互いの評価の判断基

準が共有され、ねらいの明確な授業が可能となります。こうした作業を繰り返すことによ

り、より客観的で信頼される評価活動が行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 【指導のポイント】 
教師が、具体の評価規準と評価問題を授業前に十

分理解できていれば、授業のねらいも明確になり自

信をもって授業に臨めます。 
「今日は平方根の考えを利用して、２次方程式の

解き方を学習します。」 

チェックテスト１-１ 

（１） 92 =x  

（２） 82 =x  

（３） 1622 2 =−x  

（４） 1062 2 =−x  

（５） 12)4( 2 =+x  
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